
芦屋室内合奏団
第30回定期演奏会のご招待

い涼風の頃、皆様にはお変わりなくご健勝のこととお喜び申しや

上げます。

さて、このたび私達芦屋室内合奏団では恒例の定期演奏会を催すこ

とになりました。バロックから近代の曲までバラエティーに富んだ

内容で楽しんでいただければと思っております。

昨年は震災の衝撃から覚めやらぬ頃に、私達自身もふくめて一刻も

早く安らかな元の生活に復帰できることを念じつつ開催いたしまし

たチャリティーコンサートにおいて、皆様より心暖まる義援金（11

9．260円）を預かりました。日本赤十字社を通じて全額寄付させてい

ただきましたので御礼方々ご報告申し上げます。

平成8年10月

跨

芦屋室内合奏団　団長　福永精一

団員一同

・と　き：平成8年11月23日（土曜祭日）午後2時開演

tところ：なるお文化ホール　TEL O798－47－7977

・阪神電鉄鳴尾駅南方面徒歩10分

・阪神電鉄甲子園駅より浜甲子園団地行きバス5分

「阪神パーク南」または「東高校前」下車
t入場無料

＊＊　プログラム　＊＊＊

1．バルトーク　10のやさしい小品

2．バッハ　　　　ヴァイオリン協奏曲No．2E－dur

3・バーバー　　弦楽のためのセレナード　Op．1

4・ヤナーチェク　弦楽のための組曲　Op．3

指揮：酒井睦雄（相愛大学教授）

連絡先：福永　TEL06－833－9660
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芦屋室内合奏団

第30回　定期演奏会

なるお文化ホール

1996年11月23日（祝）

午後2時開演（入場無料）



◎ごあいさつ

1965年・当時の神戸大学、甲南大学等の学生オーケストラの主席奏者達が集まり、中島良能氏

を指揮者とし当団が発足して以来、途絶えることなく70曲にものぼる古今の名曲を演奏してま
いりました。その間我々の良き理解者であり心の支えであった当合奏団の創始者橋本宗夫氏が

逝去され、またこの度の東災影響や、団員夫婦の転勤で主力メンバーを一挙に2名も失うとい

う、当団にとって激動の変化がありましたが、創立時と同じ情熱を持ちながらさらに向上をめ
ざし、すっかり生活の一部ともなっているアンサンブル活動を今後も鰍ナていく所存でござい

ます。また・昨年のチャリティーコンサートにおいて、皆様より心暖まる義旗金（119，260円）

を預かりました。日本赤十字社を通じて全額寄付させていただきましたので御礼方々ご報告申
し上げます。

日常の仕事の間の不十分な技と練習でおききづらい点もあろうかと存じますが、アドバイス賜

りますとともに、改めて皆様のご声境に深く感軌、たします。

1996年11月　　芦屋室内合奏団　団長　福永精一

団　員　一　同

プロ　グラ　ム

1・B・バルトーク　「10のやさしい小品」

2・J・S・バッハ　　rヴァイオリン協奏曲　No．2　8血り

ヴァイオリン独奏　福永麻里

ト　〟le騨0

Ⅱ・Ada由0

Ⅲ・A喝卯虻戚●

休憩（15分）

3・S・バーバー　　r弦楽のためのセレナードJ qI．1

Ⅰ・Uh卵00ad喝io，Am呼○00n印血

Ⅱ．血conmdo

Ⅲ・A山唱和辞OCO犯

4・L・ヤナーチェク　r弦楽のための組曲J Op．3

1．Mderab

Ⅱ・Ada由○

Ⅲ．Andan蛤COnmdo

Ⅳ．p托Sb

V．A血由○

Ⅵ．Andanb



◎本日の演奏曲目について

・ハンガリー人は欧州のなかで東洋系の民族です○バルトーク（BartOk，Bela，188卜1945）はハン

ガリーの民族音楽を集大成した作曲家で、その音楽は我々日本人にとって琴鰍こ触れるものを

もっています。本曲は子供のための10のやさしいピアノ小品を弦楽合奏用に編曲されたもので、
どれも短くてわかりやすい曲です。我々少年少女時代の懐かしさにあふれていて、中高年の方
々には、きっとこの曲が好きになることと思います。

・本曲軋バッハ（BaCh－JohannSebasti叫1685－1750）の作品のなかで最も愛好されているもの

の一つです。この時代の協奏曲は独奏と弦合奏が対立するコンチェルトグロッソ的なものであ
ったのに対し、独奏ヴァイオリンを弦合奏が支持して曲全体の効果を高めるという近代の協奏

曲に近い感じになっています。特に第2楽章は逸品で・表情ゆたかな低音部に彩どられて切々

と歌うヴァイオリンの旋律がとても魅力的です。

・バーバー（Barber・Sanuel・1910－1981）はアメリカの作曲家で、「弦楽のためのアダージョ」が

大変よく知られています。
この曲は彼の尊敬していた作曲家グオルフの「イタリアのセレナード」（当合奏団で2年前に

演奏しまし辛）の影響を受けているようです。弱冠19才の時の作品です。

冒頭のAdagioは、この曲の全体の雰囲気とテーマを暗示しており、とてもシリアスな感じで始

まりいったいどんな曲が始まるのかと思わせながら、次に続くAllegroconspiritoにテーマ

が引き継がれます。

第2楽章にあたるUnpocoadagioは、′楽器で済奏する歌（song）ごとして作曲されており、弦

楽器の駒（bridge）の部分に弱音器をつけて音色を変え、歌のように済奏します。

第3楽章は、今までの曲想とはがらりと変わり軽快なダンスの曲です。アメリカの人らしくウ
イットに富んだ曲で、3拍子が急に4拍子になったりしてバーバーの別の一面を見せています。

●少し土臭いスラグ民族音楽作曲家のドグオルジャークと同じ道をヤナーチェク（Jana¢ek，Leos，

1854－1928）はたどり、さらに専門的、学問的にとらえヤナーチェク様式を創り上げました。

スラグ民族音楽は日本人にとって共感するところがあります。この曲をやってみたいとの声が

あり、当定演で10年ぶりに再登場です。

◎指揮者　酒井睦雄

桐朋学園高等音楽科を経て1971年桐朋学園大学卒業。措辞を斉藤秀雄、秋山和慶両氏
に、クラリネットを北爪利世、二宮和子、F．フックス各氏に師事。71年より相愛オー
ケストラ指揮者、77年ザルツブルグにて0．スイトナー氏に師事。同年、東京にてS．

チェリビダッケ氏のゼミナールに参加。現在、相愛大学教授として音楽専門家の育成にあ
たる傍ら、74年より芦屋室内合奏団音楽監督、岐阜交響楽団常任指拝者、90年より高

知室内管弦楽団指揮者をつとめる等、アマチモア合奏団の発展にも尽力。

◎ヴァイオリン独奏　福永麻里

4才よりヴァイオリンを始める。相愛音楽教室をへて相愛高校音楽科卒業。1993年第3

回日本クラシック音楽コンクール全国大会で秀演賞受賞。94年千里市民管弦楽団と共演。
96年草津国際音楽アカデミーに参加、W．ヒンク氏のレッスンを受ける。

第12回相愛オーケストラ′コンチェルトの夕べ′にてA．ベルクのヴァイオリン協奏曲を済

奏予定ぐ973／14いずみホール）。現在、森田玲子氏に師事、相愛大学3回生。



◎芦屋室内合奏団の足跡

【定期浜奏会曲目、1965－1996】
・コレ，　卵スマス協奏曲、サラ／、●げ・シ●－ク◆・ハ●デイ刈

合奏協奏曲op．6－1，6－6，6－7
・ハ●－セルトランイブと弦楽のためのけタ

・アルヒ◆／－ニ　弦楽のためのブナタ、シンフォニアNo．3

・ウ●げァげイ　「四季」、チェロ協奏曲、

合奏協奏曲op．3－3、3－10、3－11、3－12
・テ押ン　3っつのVn弦楽通奏低音のための序曲、

組曲イ短調、Vla協奏曲、組曲叩ラ」、

デりタフレ・子と弦楽のための組曲

組曲No．1
・へげル　合奏協奏曲op．6－1、6－2、6－3、6－5、6－6、

6－9

り、●ッハ　ブラげげげ協奏曲No．3、No．5、

ケ●ァィォけ協奏曲No．2、と●ァノ協奏曲恥．1、

ト本●ユとり◆アイ椚ンのための協奏曲

管弦楽組曲No．2、Ⅳ0．3、前奏曲ロ短調、

2つのウ●ァィ刑ンのための協奏曲
・ハイドン　自動即がンのための3っつの小品、

オ祓●ン協奏曲No．2
・水◆，ケトニ　　チが協奏曲

・モーア析デイイ昨イルトに136、K137、R138、に334、

交響曲No．29、オーホ◆ェ四重奏曲R370、

戴冠ミサ曲、げヤ●ヨとフづ●鑑別6、

セけサノブ付けK239、タラ，わト五重奏曲

アイネ・タライネ・ナ小ムシ◆－タ

・シュクーミブブ　マンハイム・シンフォニアNo．1

・シ●ェミ才一ニ「ラ・フォけ」

・ク●ルック　　歌劇「ドン・シ●ユアン」より

・ハ●が二一二　弦楽のためのけド

・pツシーこ　　け州0．1

・へ●－析ン　タラ柏ッほ弦楽五重奏のためのげ－シ■ヨ

・シューへ●析「死と乙女」

・シュトラウス　叩ッチ・トラ抒・ホ■舶

・ホ●pテ●ル／クターン

・チャイコブス十・弦楽セレトド

・ドホ●柑●－タ弦楽セレトド

・ク◆卜タ　　紗へ’ルタ◆組曲

・ヤナナユタ　弦楽のための組曲

・封が－　　弦楽のためのセレナード

・ク●沖フ　「イ卵アのセけ－ド」

・ニ1叶ン　　小組曲op．1

・レ／－ル　　yJけ「金と銀」

・紬スト　　弦楽のための組曲rセンは■「ル」

・スーク　　　弦楽のためのセけ・ヂ

・シェーンへ●ルク●「浄夜」

・ハ●ルトタ　トランシルハ●エア舞曲、ゾーゲンデルがンの粍り

10のやさしい小品　　　九

・ハ●－ハ●－　弦秦のためのアダーシ●ヨ

弦楽のためのセりトド
・デ，テン　　シ〃●ル・シ汐オニー

【歴代指拝者】中島良能（在軌965－69）、乱打．Shoe■aker（同1972－74）、酒井睦雄（同1974－）

【客演者】山内祝子（Vn，1966）、竹永元子（Pf，1966）、沓掛うらら（旧姓斉木Fl，1966）、鈴江苑生（Vn，1967）

中島公子（旧姓日下Pf，1967）、宮本政雄（Cond，1968）、摸和美（Ob，1968）、毛利伯郎（Ve，1968）、

延原武春（CotId，1969）、北山隆（Bl．Fl，1969）、池田俊（Tp，1969）、宮島登美子（C■b，1969）、

奥田伸書（Cond，1971）、曽我部千恵子（Vn，1975）、白井美和子（Fl，1977）、斉藤達男（Ve，1980）、

鈴木雅明くOrg，1984）、福永麻里（Vn，1996）

◎メンバー

音楽監督・指拝：酒井睦雄
団長／コ沖－トマスター：福永精一

部　長　　　：中田和夫

』

Vn：福永精一　　播磨純一

福永千江子　横田孝子

山田美代子
Vla：中川啓子

Vc：宮崎晴夫

CB：中田和夫

Ce血：小津久子

藤本恭子
曽野和子

竹村久美子　伊瀬真理子

梅本真理子

中田久仁子
黒川美恵子

林間の静寂にありて弦奏づ
このひとときにわがいのち燃ゆ

橋本宗夫　遺歌集「芦屋のさくら」より


